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令和８年

三嶽神社祭典等行事予定表

１月 １日（水） １０時～ 歳旦祭

１５日（水） １０時～ どんと祭

４月１２日（日） １０時～ 祈年祭並びに火防祭

６月２８日（日） １０時～ 夏越の大祓

９月１２日（金） １０時～ 例大祭

１１月２２日（日） １０時～ 新嘗祭

１２月２０日（日） １０時～ 年越の大祓

（都合により日程を変更する場合があります）

令
和
八
年
（
丙
午
）

新
年
の
ご
挨
拶
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司
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令
和
八
年
の
念
頭
に
あ
た
り
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
上

げ
ま
す
。

先
ず
以
て
旧
年
中
の
当
社
運
営
に
対
す
る
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

今
年
は
「
丙
午
」
。
十
干
の
丙
は
「
木
、
火
、
土
、
金
、
水
」

と
い
う
「
気
（
は
た
ら
き
）
」
を
表
す
五
行
の
「
火
」
に
属
し
て

お
り
、
太
陽
の
よ
う
な
激
し
い
熱
を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

一
方
十
二
支
の
午
は
元
の
植
物
の
状
態
を
表
す
字
で
は

「
仵
」
で
あ
り
、
前
の
巳
年
（植
物
の
状
態
を
表
す
字
も
同
じ

く
「
巳
」
）
で
成
長
し
た
植
物
が
、
成
長
を
止
め
る
時
期
を

表
し
、
こ
の
二
つ
を
掛
け
合
わ
せ
て
読
め
ば
、
全
力
で
最
大

限
の
成
長
を
目
指
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
年
と
読
む
こ

と
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。

前
述
の
と
お
り
、
火
の
よ
う
な
強
さ
で
最
大
限
の
成
長
を

実
現
す
る
「
丙
午
」
は
、
す
べ
て
を
焼
き
尽
く
す
ほ
ど
の
勢
い

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
暴
走
し
な
い
よ
う
、
手
綱
を
締
め

て
、
目
標
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
て
進
ん
で
い
け
ば
、
次
の
大

き
な
実
り
を
得
る
た
め
に
、
勢
い
に
乗
っ
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

も
大
き
な
実
り
が
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
期
待
申

上
げ
ま
す
。

今
年
も
三
嶽
の
大
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
き
、
皆
さ
ま

に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
も
当
社
運
営
に
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
上
げ
ま
す
。

５月から神
職が常駐し
ています。

ホームページ https://mitakejinja.com

～神社総代より氏子の皆さまへ～

「拝殿根田修理」に関するお願い

明治の廃仏毀釈の折、廃寺となったお堂を譲り受け、爾来修理を重ねながら維
持して参りましたが、拝殿床下の根太が広範囲に亘り腐っていることが確認され
ました。そのため床がきしみ、祭儀や神楽（権現舞）への影響があったほか、市
の文化財課からも至急修理が必要だとの指摘を受けました。

ご承知の通り三嶽神社の拝殿は、「花巻城下における寺院建築の代表的なもの
であり、当時の建築様式や技巧、さらに寺社信仰の様子を知る上で貴重である」
として、昭和３７年に市の有形文化財に指定されており、これは後世に守り伝え
ていかなければならない貴重な財産と申せます。

これらのことから拝殿床下根太の修理は必要急務であるとの結論に達し、総代
協議の上、昨年11月8日～19日にかけて改修工事を行ったところですが、神社財
政は慢性的に逼迫しており、当該修理費用（約300万円）の一部は氏子の皆さま
からのご協力に頼らざるを得ない状況です。

上記の通り拝殿は市の有形文化財に指定されておりますので、今回約200万円
の補助金が交付されましたが、その余について、各自治会長及び行政区長の諒解
を得て、一戸あたり１口1,000円以上の寄附をご依頼申上げることとなりました。

つきましては、何卒事情ご賢察戴き、格段のご理解とご協力を賜りますようお
願い申上げます。

 

三
嶽
神
社
総
代
長

髙
橋
初
雄

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事

に
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

上
げ
ま
す
。

御
成
敗
式
目
に
は
、
『
神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
し
、

人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
う
』と
い
う
神
道
の
神
々
と

人
間
の
関
係
を
最
も
的
確
に
表
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
、
神
道
の
い
か
な
る
神
々
も
人
間
の
感
謝
と
崇
敬

を
受
け
て
こ
そ
、
そ
の
ご
神
威
を
輝
か
せ
る
の
で
あ
り
、
人

が
人
生
に
お
い
て
命
や
運
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
神
々
か
ら

賜
わ
る
徳
や
恩
恵
に
よ
る
の
だ
と
の
意
味
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

我
々
神
社
総
代
も
大
神
さ
ま
の
ご
神
威
が
益
々
高
ま
る

よ
う
ご
奉
仕
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ま
も
三
嶽

神
社
に
お
参
り
戴
き
、
大
神
さ
ま
の
ご
加
護
の
も
と
、
平

穏
無
事
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

本
年
も
三
嶽
神
社
の
御
事
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

令和８年新年祈祷のご案内

新玉の年にあたりご家族、個人、企業、団体様の新年祈祷のご予約を承ります。
年の初めの清々しい気持ちで、１年の平安と益々のご発展を氏神さまにお祈り戴き、ご加護を得
られますよう、皆様のご参拝を心よりお待ちしております。

・期 間 令和８年元旦午後２時（新年一番祈祷）～同年３月末日午後５時

・祈祷料 個人5,000円～、法人10,000円～（出張祈祷は30,000円～）

・連絡先 三嶽神社（携帯090-8788-5530 担当・権禰宜 新山敏彦）



新嘗祭（収穫感謝祭）斎行

旧年11月23日に各農家組合長等参列のもと、新嘗祭

が斎行され、参列者が各々玉串を捧げ、三嶽の大神さ
まに秋の実りに対する感謝の誠が捧げられました。
昨年は猛暑と水不足により農作物への被害が懸念さ

れましたが、無事に収穫の秋を迎えましたことは、偏
に大神さまのご加護と生産者のご尽力の賜物であり、
私たちもその恵みを戴くことができています。
新嘗祭に際しては、下記の方々より大神さまへ感謝

の気持ちを表すべく、米や野菜が奉納され、ご神前に
供えられました。ここにあらためて御礼を申上げます。
今年も豊作の秋を迎えられますよう、ご祈念申上げ

ます。

新嘗祭収穫物奉納御礼
髙橋初雄様 米一升
鎌田 剛様 米一升、柿、南瓜各一山
阿部教男様 人参一山
阿部忠由様 里芋一山
葛尾定治様 白菜、大根、蕪各一山
葛尾昌悦様 玄米30キロ
農事組合法人遊心様 米30キロ
新屋農園様 バターナッツ、南瓜、

ソーメン南瓜各一山
株式会社陸奥様 漬物一式
さい子さん家の漬物様 漬物一式

また新嘗祭に併せて年末に各ご家庭でお受け戴いた
神宮大麻をはじめ三嶽神社のお札やお歳神などを神前
にてお祓い致しました。

古いお札やお守りをお焚き上げ

※社務所扉ガラス及び鍵修理 有限会社タカハシ様

※境内枯枝伐採及び蜂の巣駆除 阿部造園様

※聖徳太子掛軸 聖徳太子講中代表佐藤昌徳様

※玉ぐし用ヒバ 雅生園様

授与品のご案内 どんと祭のご案内

厄年は、数え年で男性が２５歳・４２歳・６１歳、女性
が１９歳・３３歳・３７歳の年で、その前後の年を前
厄・後厄と呼んでいます。

中でも男性は４２歳、女性は３３歳を「大厄」と言い、
一生の中でも、体力、家庭環境、対社会的にそれぞれ転
機を迎える時でもあり、災厄が起こりやすい時期として
忌み慎まれています。

そのため大神さまのご加護により災厄から身を護るため、
神社に参詣して災厄を払う厄払い祈願を受けられる方が
多くいらっしゃいます。

厄払い祈願は皆さまの氏神さまである三嶽神社で受けら
れますよう、ご案内申上げます。

厄払い祈願のお申込みは神社社務所までお越し戴くか、
電話（090-8788-5530 権禰宜 新山敏彦）、または
当社ホームページのお問合せフォームからお願いします。

令和８年の新春を寿ぎ、「正月限定ご朱印」を頒布します。正月を祝う言葉と今年の干支の文字、そしてご朱印の下には午（馬）
のスタンプが押されています。期間は令和８年の元旦から１月１５日迄です（日付は参拝された日をお入れ致します）。

またご好評をいただいております「季節のご朱印」。日本の文化や伝統行事をあしらったご朱印で、１月は干支の「日の出と午
（馬）」、２月は「雪山」です（「季節のご朱印」は書置きとなります。）。

初詣をはじめ参拝の証として、また縁起物として是非ご朱印拝受をお申し出ください。尚、正月限定ご朱印は元日のみ書置きでの
対応とさせて戴きますので、予めご諒承ください。

厄払い祈願のご案内

令和８年「正月限定ご朱印」・「季節のご朱印」頒布のご案内

裏面：汎用パターン

厄を祓って清々しい一年を！

正月限定

門
松
奉
納
御
礼

今
年
も
上
似
内
の
造
園
を
営

む
「
雅
生
園
」
様
よ
り
門
松
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
門
松
に
は
、

年
神
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
依

代
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
、

年
神
は
こ
の
門
松
を
目
印
に
降

臨
し
て
く
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
三
嶽
神
社
に
も

き
っ
と
年
神
さ
ま
が
降
臨
さ
れ

氏
子
の
皆
さ
ま
を
お
守
り
し
て

く
れ
て
い
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

雅
生
園
様
に
心
よ
り
御
礼
を

申
上
げ
ま
す
。

どんと祭のご案内
旧年中に皆さまのご健康やご多幸、また家内安全など
ご加護戴いたお札・お守りなどは、１月１５日の１０
時から神社境内でお祓いの上お焚き上げ致します（お
焚き上げ初穂料３００円以上お納め願います）。

古いお札やお守りは境内に設置した古札納め所にお納
め下さい（古札納め所は元日から設置しています）。
尚、お持ち戴く際は、予め燃えるものと燃えないもの
に別けて戴きますようお願い致します。

正月限定 季節のご朱印

１月

（日の出と馬）

季節のご朱印

２月

（雪山）

古いお札やお守りをお焚き上げ！

正月授与品のご案内

新しき年、三嶽の大神さまのご加護を戴かれます
よう、破魔矢、熊手の縁起物をご用意しておりま
す。
また、お札やお歳神もございますので、年末にお
取替えができなかったご家庭には、この機会に是
非お求めください。
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